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歌
か
ら
み
た
残
留
孤
児 

  

放
送
大
学
で
中
国
残
留
孤
児
に
つ
い
て
講
義
を
し
た
。
そ
の
受
講
者

で
山
形
県
に
住
む
元
小
学
校
教
諭
、
齋
藤
宏
子
さ
ん
が
、
残
留
孤
児
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
卒
業
論
文
に
ま
と
め
、
私
に
送
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。 

 

こ
の
論
文
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
歌
に
注
目
し
た
点
に
あ
る
。 

 

中
国
に
取
り
残
さ
れ
た
残
留
孤
児
は
、
日
本
語
、
自
分
や
家
族
の
名

前
を
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
幼
い
頃
に
歌
っ
た
日
本
の
歌
を
覚

え
て
い
た
。
意
味
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
歌
詞
を
忘
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
人
目
の
残
留
孤
児
は
、
「
さ
く
ら
ん
ぼ
兵
隊
さ
ん
、
お
一
、
二
進

む 

山
形
子
ど
も
は
勇
ま
し
い
」
と
い
う
子
供
向
け
の
軍
歌
が
歌
え
た
。

一
九
三
三
年
、
東
京
日
日
新
聞
が
軍
歌
を
募
集
し
た
際
、
山
形
県
の
小

学
生
が
作
詞
し
て
一
等
賞
に
な
り
、
県
内
の
小
学
校
で
盛
ん
に
歌
わ
れ

た
歌
で
あ
る
。
軍
歌
だ
か
ら
当
然
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
る

た
め
の
歌
だ
が
、
た
だ
一
つ
そ
の
歌
が
山
形
県
と
い
う
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

（
地
域
性
）
に
根
ざ
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
残
留
孤
児
の
故
郷
が
判
明

し
、
肉
親
と
再
会
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

二
人
目
は
、
父
が
歌
っ
て
い
た
「
蘭
の
花
咲
く
満
州
で 

男
一
匹
腕

試
し
」
と
い
う
歌
を
覚
え
て
い
た
。
国
策
だ
っ
た
満
州
移
民
を
鼓
舞
す

る
歌
だ
。
移
民
し
た
父
は
現
地
で
徴
兵
さ
れ
、
彼
女
は
残
留
孤
児
に
な
っ

た
。
彼
女
は
今
、
「
こ
ん
な
歌
、
歌
い
た
く
な
い
」
と
言
い
つ
つ
、
日

本
の
介
護
福
祉
施
設
で
こ
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
ん 

    

な
歌
に
は
二
度
と
だ
ま
さ
れ
な
い
と
い
う
彼
女
の
矜
持
で
も
あ
る
。 

 

三
人
目
は
、
実
母
に
よ
っ
て
中
国
人
養
父
母
に
託
さ
れ
た
。
実
母
は

立
ち
去
る
前
、
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
。
「
夜
鳴
く
鳥
の
悲
し
さ
は 

親

を
訪
ね
て
海
こ
え
て 

月
夜
の
国
へ
消
え
て
ゆ
く 

銀
の
翼
の
浜
千

鳥
」
。
取
り
残
さ
れ
た
残
留
孤
児
は
中
国
で
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
た
び
、

こ
の
歌
を
人
に
隠
れ
て
こ
っ
そ
り
歌
い
、
生
き
る
力
に
変
え
て
い
っ
た
。 

 

歌
は
不
思
議
で
、
強
い
も
の
で
あ
る
。 


